
①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

漁場の生産力向上に関する取組として、放流したナガラメの追跡調

査の様子。

その他にも

・ナガラメ放流活動

・イカ柴投入活動

・ウニ駆除活動

・漁場監視活動

・サメ駆除活動

　等が実施された。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

事業の目的が漁業所得の向上に繋がる活動であるのに対し、活動を行うことが目的となってしまっ

ている。

漁業所得の向上及び漁業就業者が増えるような活動について事業実施者と協議しながら、取組んで

いく必要がある。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

各漁業集落に漁場の生産力の向上に係る取り組みや漁場の再生に関する実践的な取り組みなどを精

力的に行われた。魚食普及はコロナウイルスでおさかな祭りが中止となった。今後、活動を漁業所

得向上にどうつなげていくかが課題である。事業を継続で長い目で見ていただきたい。

2021年度方向性
前年に引き続き、漁業所得向上に繋がる取組について検討しいくとともに、栽培漁業においても検

討をすすめる。

事業の意図
漁業集落の活性化について話し合い、様々な取組を行うことで、漁場の生産力向上や漁業就業者数の維持

を図る。

事業の実績

と

成果

取組内容

漁場の生産力向上として、ナガラメ稚貝放流活動・藻場の造成、管理・漁場監視・イカ産卵

礁、イカ柴の投入を実施した。また、集落の創意工夫を活かした新たな取組として魚食普

及・加工品開発などを実施。

成　果

漁場の生産力向上の取組については、概ね計画通りの実施ができたが、実践的な取組につい

ては新型コロナウイルスの影響により、例年実施していた取組が実施できなかった。しか

し、水産物の加工を実施する集落が増加し、加工の取組が増えた。

事業名 離島漁業再生支援交付金事業 総事業費 27,643 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 水産業の振興

基本事業名 漁場環境整備



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

種子島漁業協同組合青壮年部によるサメ団体駆除の様子。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
サメの個体が大きいため、団体駆除を実施しているが、中々成果が上がらない。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

団体駆除での成果が上がらない。海がつながっているため、どこまで駆除すればいいかきりがない

が、駆除しないより駆除した方がいい。今後、サメ駆除の専門家の雇用も考えていくべきではない

か。

2021年度方向性
引き続き個人駆除を実施するとともに、団体駆除については、駆除時期や方法においても検討を重

ねる。

事業の意図
種子島漁協の漁業種別水揚げにて3割程度を占める一本釣り漁において、被害の多いサメ駆除を実施し、

その被害の抑制を推進し、漁業者の所得向上に繋げる。

事業の実績

と

成果

取組内容
・サメ個人駆除の実施

・サメ団体駆除の実施

成　果

・サメ個人駆除においては、398尾の駆除実績

・サメ団体駆除においては、漁協青壮年部を中心に、団体駆除を2回実施し、サメ２尾を駆

除。

事業名 有害水産動植物駆除事業 総事業費 1,094 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 水産業の振興

基本事業名 漁場環境整備



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

捌き方教室の様子。

魚の可食部の多さと普段購入している刺身の高額さに驚く声もあっ

た。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

食害などで抑制される藻の成長をいかにして促進させていくのかを検討。

地魚の消費拡大のため、どのような取組が効果的かを検討。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

データ収集しているが、専門機関においても藻場喪失の原因がつかめていない状況であり、まだ時

間がかかると思われ、継続すべき事業である。

2021年度方向性
藻場再生においては、大学と連携し再生に向けた研究を行う。

魚食普及においては、水産物の調理方法の普及を実施する。

事業の意図
資源状況の悪化、魚価の低迷、漁業就業者の高齢化等により水産業においては厳しい状況にある中、資源

管理の試験的な取組みを行い、漁業者の所得向上に繋げる。

事業の実績

と

成果

取組内容
専門機関への研究委託による西之表沿岸の水中の栄養塩濃度の計測調査。

島内での魚食推進のため、捌き方教室を実施。

成　果
委託調査の結果、栄養塩濃度は藻が育つ状況であることは分かった。

捌き方教室では、魚食の実態や魚の購買意欲向上に繋がる取組となった。

事業名 水産多面的機能発揮対策事業 総事業費 988 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 水産業の振興

基本事業名 漁場環境整備



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
特になし。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

産卵礁の設置により広域的な漁場整備を行い、イカの産卵箇所の確保で水産資源の維持し、結果、

漁業所得向上につながる。

台風等で産卵礁が流されないようにしていただきたい。・

2021年度方向性 県の事業計画変更に伴い、２０２１年度においては事業実施予定なし。

事業の意図
日帰り可能な海域に人口漁礁設置による漁場の整備を行い、資源の維持・増大を図ると共に、操業の効率

化を図る。

事業の実績

と

成果

取組内容 上之古田漁港沖合にアオリイカ産卵礁を設置した。

成　果
産卵礁の設置により広域的な漁場整備を行い、イカの産卵箇所の確保及び水産資源の維持増

大に繋がった。

事業名 県営漁場整備事業 総事業費 1,000 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 水産業の振興

基本事業名 漁場環境整備



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

住吉漁港内に整備している冷凍冷蔵庫の更新を行った。

総事業費：1,593,900円(補助額：600,000円)

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
共同利用施設の老朽化が進んでおり、特に網倉庫の劣化が激しい。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

共同利用施設は、海沿いにあることから劣化がひどく、漁業者からも整備に係る支援の要望が多かったため、好評

である。

2021年度方向性 実施要望箇所を確認し、優先順位を考慮しながら事業を行う。

事業の意図
共同利用施設の軽微な修繕及び更新費用等を支援することにより、漁業の経営安定をと水産物の安定供

給を図る。

事業の実績

と

成果

取組内容 共同利用施設の整備

成　果

・湊漁港漁船用巻上施設の滑車の購入

・下能野漁港網小屋において長寿命化を図るため修繕。

・住吉漁港内に整備している冷凍冷蔵庫の更新。

・漁協加工施設内の冷凍保管庫にパレットによる積み上げを可能とするフレーム(型枠)の整備。

事業名 漁業環境整備事業 総事業費 1,000 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 水産業の振興

基本事業名 漁場環境整備



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

安城漁港整備工事

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
各漁港の施設の老朽化が進行しており、補修や改良整備が必要になってきている。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

災害の防止及び施設の延命化が図られ経費の削減が見込まれる。漁港施設の機能確保であり、計画

的に実施する必要がある。

2021年度方向性
農道の安全点検と伐開路線の調査計画を行い、農道の草払い作業、危険箇所の補修（舗装・陥没・

路肩）、側溝清掃等を行う。

事業の意図 適切な漁港施設を維持することで、安心・安全に施設を利用できる。

事業の実績

と

成果

取組内容 漁港・海岸施設等の不具合箇所の調査・立会を行い補修する。

成　果 適切な漁港施設を維持することで、安心・安全に施設を利用できる。

事業名 漁港維持補修事業 総事業費 4,802 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 水産業の振興

基本事業名 漁場環境整備


